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 彼が取り上げた画家はレンブラント、エゴン・シーレである。栄華を極めながらも転落
の道を歩んだレンブラントは、諦観と寛容が混交した強い精神力を示した。彼は松村君に
とって上述のヒーローとは違った意味だった。エゴン・シーレはどんな苦境にあっても自
分自身の存在の意義を探るために、本質となるもの以外のすべてをそぎ落とし､裸の存在を
極めつくそうとする気概を示し得た画家である。シーレほど自分を裸にし､あらゆる言い訳
を捨ててさらけ出して見せる人間がどれだけいるかは別としても､シーレを取り上げるか
らには松村君自身の切実な問題を直視するという覚悟の程が見受けられる。 
 自画像を描くということは徹底した自己分析を伴う。それは自分を客観的対象として観
察し続けることである。客観的な冷めた自分の存在がいなければ実現しえない自己との対
話である。その関係がさらに複雑になって、幾つもの自分が現れてしまうことがある。松
村君本人も論文で言及しているように､その複数性は自己省察の複雑さの故である。したが
って解離性同一性障害とは異なる。その複数性は彼が抱える弱さに対峙する自分の反応の
の複雑さの反映であるといえる。 
 最終章でようやく自作についての考察へといたる。本来ならば、自分の作品について思
いっきり語りたいところであろうが、ここに至るまでの省察に相当なエネルギーを費やし
てしまっていることは致し方ないとはいえ、この部分が本論文の醍醐味となる部分である。
自作については今後、画家として語らざるを得ない機会が多々あると思われるので､今後に
期待したい。 
 全体として､幾つもの文献に当たり､思索し、客観的に論理を展開をすることができ、松
村君が何故作品を制作しなければならないのか､何故筋肉隆々の自画像でなければならな
いのかという問題を正面切って突き詰め､今後の制作における指針を見出せたことは高い
評価を得るにふさわしい内容の論文である。したがって、松村浩之君は多摩美術大学博士
後期課程において博士号を取得するに充分な学生であると判断する。 
 
 
 
 
